
















ら， 排他性を「相手行動に対する “ 独占欲 ” と
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Abstract
The present study examined the effects of past relationship experiences with parents 
on romantic relationship exclusivity.  The Past Relationship Experiences with Parents 
Scale (developed by Moroi et al. (2010)) and the Exclusivity in the Romantic Relationship 
Scale (developed by the authors) were administrated to female undergraduates (N=262).  
The factor analysis (the principal factor method with promax rotations) of the Exclusivity 
Scale yielded two factors, labeled as "displeasure with sexuality" and "displeasure with 
communication."  The correlational analyses indicated that past control experiences with 
the father enhanced exclusivity feelings in the romantic relationships.  Several problems 
with this research method  were discussed.
Key words : exclusivity,  romantic relationships, parents, adolescent.
Exclusivity in Romantic Relationships as a 
















































































名を分析対象とした（2年生 46 名 , 3 年生 209
名 , 4 年生 7 名）。回答者の平均年齢は 20.17 歳





























































































































fa_a_4 父親は，よく私の相手をしてくれた。 .765 -.087 .691 
fa_b_7 父親は，一緒にテレビを見ながら番組について私に話をしてくれた。 .747 .003 .665 
fa_b_1 父親は，世の中で起こっていることについて私に話をしてくれた。 .674 .103 .617 
fa_a_6 父親は，自分の子どもの頃や学生時代の思い出について私に話をしてくれた。 .626 .060 .583 
fa_a_1 父親は，自分の仕事や職場の出来事について私に話をしてくれた。 .610 .079 .570 
fa_a_7 父親は，家族旅行などでいろいろな所に私を連れて行ってくれた。 .597 -.024 .546 
fa_b_5 父親と私は，２人で外出することがあった。 .584 -.106 .507 
fa_a_2 父親は，運動会や発表会などの特別な行事には来てくれた。 .497 -.017 .457 
α=.844
〔統制〕
fa_b_4 父親は，私のしつけに厳しく厳格な教育方針をもっていた。 -.014 .775 .690 
fa_a_5 父親は，私に口答えを許さなかった。 -.181 .738 .615 
fa_b_6 父親は，叱ったり批判することが私のためになると思っていた。 .002 .718 .647 
fa_b_10 父親は，私が悪いことをした時，かっとして怒った。 -.060 .641 .555 
fa_a_9 父親は，私の帰宅時刻にうるさかった。 .285 .606 .590 
fa_a_11 私のことについては，父親が最後には決めていた。 .020 .512 .482 




初期固有値≧ 3.026 初期説明率 49.95%
(a)当該項目得点と当該項目を除く合計得点とのピアソン相関
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mo_b_4  母親は，私のしつけに厳しく厳格な教育方針をもっていた。 .729 -.054 .645 
mo_a_5  母親は，私に口答えを許さなかった。 .685 -.129 .600 
mo_a_9  母親は，私の帰宅時刻にうるさかった。 .626 -.083 .531 
mo_b_6  母親は，叱ったり批判することが私のためになると思っていた。 .604 .036 .542 
mo_a_8  母親は，私がどこで何をしているかをいつも気にかけていた。 .531 .180 .490 
mo_b_3  母親は，私の身なりについていろいろ注文をつけてきた。 .518 .109 .462 
mo_a_11 私のことについては，母親が最後には決めていた。 .499 -.114 .415 
mo_b_10 母親は，私が悪いことをした時，かっとして怒った。 .493 .074 .451 
α=.804
〔情動的絆〕
mo_a_6  母親は，自分の子どもの頃や学生時代の思い出について私に話をしてくれた。 -.049 .734 .614 
mo_a_1  母親は，自分の仕事や職場の出来事について私に話をしてくれた。 -.177 .616 .484 
mo_b_7  母親は，一緒にテレビを見ながら番組について私に話をしてくれた。 -.158 .565 .456 
mo_a_3  私の異性の友だち関係について母親の方から尋ねてきた。 .148 .562 .517 
mo_a_10 母親は，自分の好みの異性タイプについて私に話をしてくれた。 .027 .543 .481 
mo_b_1  母親は，世の中で起こっていることについて私に話をしてくれた。 .157 .502 .487 
mo_b_9  母親は，私の将来について気にかけていた。 .394 .425 .430 
mo_b_2  母親は，私の頭を撫でたり，私の肩をたたいたりしてくれた。 .031 .405 .366 
α=.775
［因子相関］ Ⅰ .220 
N=262





父親 情動的絆 2.63 0.70 
統制 2.19 0.70 
母親 情動的絆 2.69 0.60 
統制 2.71 0.60 
［反復測定分散分析］ df=1/261
主効果 対象 F=65.68 p=.001
接触経験 F=26.54 p=.001
交互作用効果 対象×接触経験 F=55.97 p=.001
［下位検定］
父親 情動的絆 vs統制 F=64.14 p=.001
母親 情動的絆 vs統制 F=.32 ns.
情動的絆 父親 vs母親 F=1.44 ns.
統制 父親 vs母親 F=113.59 p=.001
N=262
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.990 -.064 .923 
exc_c_4 「その人」が，「別の女性」と性交する。 .989 -.102 .893 
exc_b_4 「その人」が，「別の女性」とキスしたり，抱き合ったりする。 .976 -.023 .941 
exc_b_1 「その人」が，「別の女性」と結婚しようと約束する。 .960 -.049 .906 
exc_c_1 「その人」が，結婚してほしいと「別の女性」に求める（または，求
められる）。
.931 -.028 .893 
exc_c_9 「その人」が，「別の女性」と手を握ったり腕を組んだりする。 .856 .101 .919 
exc_b_2 「その人」が，「別の女性」と二人でデートする。 .776 .196 .913 
exc_a_8 「その人」が，「別の女性」にペッティングをする。 .728 .160 .836 
exc_a_3 「その人」が，「その人」の親に「別の女性」を紹介する（または，
紹介される）。
.726 .191 .864 
exc_c_8 「その人」が，人に見せたくない面を「別の女性」に見せる。 .702 .242 .873 
exc_a_2 「その人」が，特別な用がないのに「別の女性」に会いに行く。 .699 .252 .877 
exc_c_7 「その人」と「別の女性」が，お互いの家へ遊びに行く。 .690 .295 .899 
exc_c_5 「その人」が，「別の女性」にさびしい時，話を聞いてもらう。 .621 .316 .843 
exc_b_5 「その人」が，「別の女性」のことをガールフレンドとして友人やま
わりの人に紹介する（紹介される）。
.618 .238 .791 
exc_b_8 「その人」が，「別の女性」と二人だけでハイキングに行く。 .612 .357 .873 
exc_a_4 「その人」が，「別の女性」と結婚の話をする。 .527 .287 .734 
α=.982
〔コミュニケーション排他性〕
exc_b_7 「その人」が，「別の女性」とお互いの家族の話をする。 -.002 .842 .920 
exc_b_3 「その人」が，「別の女性」と子どもの頃の話をする。 -.040 .839 .922 
exc_a_6 「その人」が，「別の女性」の相談事を聞いてあげる（または聞いて
もらう）。
.127 .747 .918 
exc_a_9 「その人」が，「別の女性」と口げんかをする。 -.055 .663 .935 
exc_a_5 「その人」が，「別の女性」の肩をたたいたり，ちょっと体にふれる。 .226 .652 .920 
exc_c_2 「その人」が，「別の女性」の仕事や勉強を手伝う（または，手伝っ
てもらう）。
.223 .635 .920 
exc_c_6 「その人」が，「別の女性」の買物につきあう。 .376 .574 .918 
exc_a_1 「その人」が，個人的な悩みを「別の女性」にうちあける（または，
うちあけられる）。
.392 .497 .923 
α=.931










性愛排他性 3.08 0.98 







































恋人 98 18.51 a 17.35 
かなり親しくしている異性 52 40.00 b 51.17 
少しだけ親しくしている異性 20 35.15 ab 35.35 




N 平均値（ｘ） 標準偏差 平均値（ｘ） 標準偏差
恋人 99 3.62a 0.46 2.63a 0.74 
かなり親しくしている異性 53 2.63b 1.03 1.96b 0.75 
少しだけ親しくしている異性 28 2.40b 1.06 1.96b 0.81 
［一元分散分析］ df=2/177 F=43.53 p=.001 F=17.67 p=.001
［共分散分析］ 共変量効果 父親_統制 df=1/165 F=5.97 p=.016 F=4.56 p=.034
交際月数 df=1/165 F=3.06 p=.082 F=.53 ns.




恋人 99 2.35 a 0.67 
かなり親しくしている異性 53 2.10 ab 0.75 
少しだけ親しくしている異性 28 1.93 b 0.51 




































父親_情動的絆 -.010 -.087 
父親_統制 .199 .173 
p=.005 p=.016
母親_情動的絆 .012 .079 




父親_情動的絆 恋人 -.102 -.214 p=.033
かなり親しくている異性 .055 .037
少しだけ親しくしている異性 -.002 .088
父親_統制 恋人 .090 .024
かなり親しくている異性 .276 p=.046 .346 p=.011
少しだけ親しくしている異性 .186 .097
母親_情動的絆 恋人 -.078 .028
かなり親しくている異性 .113 .202
少しだけ親しくしている異性 .132 .184
母親_統制 恋人 .028 .068
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